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ブドウ酒のイオン交換処理における

交換速度の特性について

天 野 義 文,加賀美元男

(昭和41年10月15日受理)

OntIleCharacteristicsofRateofIonExchangein

IonExchangeTreatmentofWine

ByYoshihumiAMANO andMot0-0KAGAMI

Theauthorsmeasuredthehightsoftheexchangezone(H)forthecopper

ionsinrawwine. IthasbeennoticedthattherelationbetweenLIandflow rate

ofthewine(U)und･erconstantconcentrationisHo0.g-KcUOl295〔Kc: Constant〕,

andtheralationofKctoinitialconcentrationofwine(Co)isKc-0.271C0-0･400

Whentheupperandlowerlimitsofexchangezonearechangedanddefinedas

k-H㌃n/H.0.g,therelationbetweennandAisexpressedasfollows‥
k--1.96n+1.82

緒 ロ

イオン交換樹脂によりブドウ酒中の鋼および鉄による重金属障害を防止する場合,使用

するイオン交換樹脂の飽和吸着量のほかに, 樹脂層のイオン交換速度の特性を調べておく

必要がある1~3)0

イオン交換樹脂にブドウ酒を流通させた場合,銅イオン(Cu),対ナトリウムイオン(Na)

交換に着目すると,樹脂層は試料の入口より逐次 Cuで交換されて行き入口ではCuで飽

和された層が存在し,次に一部が Cuで交換された層があり,出口近くは末だ全然 Cuで

交換されていない層が残っている状態となる｡ この樹脂層中の一部 Cuで交換され一部が

Na型として交換力を残している樹脂層を交換帯といっているが4,5),本実験においてはブ

ドウ酒中の種々の Cu含有盈および流速の条件下で陽イオン交換樹脂に通して漏出曲線を

測定し,これより交換帯の長さと流速およびブドウ酒中のCu濃度との関係を調べた｡

実 験 の 部

1.供試料

A.ブドウ酒 :昭和39(1964)年度において甲州稜より製造したブドウ酒を実験に供し

た｡

B.イオン交換樹脂 :強酸性陽イオン交換樹脂として Dowex50W-Ⅹ8および弱酸性

25

■ ■ 』



26 天野,加賀美

陽イオン交換樹脂として ImacC-12を用いた0

2.実験方法

A.イオン交換樹脂の再生 :

(a) Dowex50W-Ⅹ8:樹脂容概の10倍虫の1N塩酸を用いて流速5vvh(単位樹

脂容積に対する1時間当りの流入液iit)で処理したのちクロ-ル(C1)イオンの反応のなく

なるまで水洗した｡次に樹脂容額の10倍丑の7セTlンで処理して可溶成分を除去し水洗後,

lNか性 ソーダの樹脂容積の10倍丑をもって5vvhの流速で流し水洗した.しかるのち再

び処理およびか性ソーダ処理を上記と同様の操作により行い Na型とした｡

(b) ImacC-12:市販Na型の樹脂を2Nか性ソーダを用い湯煎上で加温下にアル

カリ処理を行い水洗後,樹脂容積の2倍立の10%塩酸により流速5vvhをもって処理しC1

の反応がなくなるまで水洗する｡次に2Ⅳ塩化ナトリウムを樹脂容積の2倍量を用い流速

5てJVhで流したのち水洗を行うCしかるのち上記の塩酸および塩化ナトリウム処理を再度

くり返して行い実験に供した｡

B.ブドウ酒のCu含有丑の調整 :原料ブドウ酒に対し硫酸銅を添加し,それぞれ約10,

20,30および40ppuLの濃度になるように調整した｡

C.カラム操作 :内径5mJnのガラス製カラムに上記Na型陽イオン交換樹脂を2.5ml

宛充填し,流下法により樹脂層を10,20および30vvhの流速をもって流通せしめた｡

D.Cuの定盤 6)

(a) 試薬 :(1)10%塩酸 ヒドロキシルアミン水溶液 (2)10%酢酸ナトリウム水溶

液 (3)0.02%ビキノリンーイソ7ミ)I,7/レコール溶液 (4)pH7.0緩衝液 (1M 酢酸

アンモニウム溶液)

(b) 操作 .･分液ロートに試薬を次の順序に加える.

10%塩酸ヒドロキシルアミン5ml,10%酢酸ナナ1)ウム5ml,0.02%ビキノリン7ml,

試料5ml

以上の如く調製された混合慨を1分間振出する0 7)I,コ-JI,層と水層が完全に分推した

ところで水屑を流し出し,残ったアルコール層にpH7.0の緩衝液5mlを加え数秒間振蕗

する｡両屑'D分雑後,水屑を除きア/レコー/i/層のみを試験管にとり530miLで比色定量を

行 う｡

実験結果並びに考察

一般にイオン交換働脂層中の液自体の特定イオン濃度 (C)は原液の通過開始からの時間

(i)と樹脂眉の入口からの距稚(H)の函数であり,C(H,i)で示される｡また濃度 Cの

時間による変化,即ち漏出曲線は実験により求められ,樹脂層中の液の濃度分布は,定常

状態において眉中を平行移勤し,その移動速度 (℃)は一連であるから,漏出曲線の各時間

に対しFIニーvtとなり,液中の濃度分布曲線を漏出曲線から得ることができる｡

而して樹脂層中の液濃度分布曲線の定常移動速度 (Ⅴ)は近似的に

V%CoU/qo

Co-試料の特定イオンの膿度 〔eq/l〕
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U-液線速度 〔cm/min〕

qo-樹脂単位充填容当り飽和イオン量 〔eq/iwetresinコ

の関係があるので,qoを求めればVは算出できる｡

今一例として ImacC-12によってブドウ酒を処理した場合,流出ブドウ酒に対する実

測値を示せば TA肌E Iの通 りである｡表の数値を用いて漏出曲線を求め,これより樹脂の

飽和墓 (qo)を計算し,(V)を井出してみると次のようである｡

TAI!LE I

Imac0-12(Na型)によるブドウ酒より銅の除去

CopperRemovaljTrom Ⅵ/inebyInutcC-12Resininthesodium Cycle.
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*C,Cu++concentrationineffluent. Co,InitialconcentrationofCuH

ininfluent,0.331×10~3(eq/I).H,Heightofexchangezone.

q0-6.57×10-5/2.5

-0.0263leq/iresin]

C0-0.331x1013leq/l]

U-10.3vvh-2.20〔cm/min〕

p-(0.331×10~3)(2.20)/0.0263

-2.77×10~2 〔cnL/min]

次に濃度分布曲線の形を求めるため樹脂層の入L口からの距維 (H)と液中のCu淡度の原

液中のCuに対する比 (C/C｡)を罫出し (TABLEI),この数値を用い Fig.1をかき,曲線

を C/C.-0.2および0.8で切ってその間のH を瑠:雪とするとHZ･塁-7.99〔cm]を得る.
今ここにImacC-12に対しブドウ酒の流速およびCu浪度を上記の如く変化し,処理さ

れたブドウ酒について漏出曲線を実測しこれより前述の方法でHS:…を求め, これのUお
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ブドウ酒の銅イオン (Cu)による障害に対する対策としてイオン交換による除去におい

て,実測せる漏ILJj曲線から樹脂層中のブドウ酒本体の濃度分布曲線を求め, これより交換

帯の長さを求め,これを流速およびブドウ酒中のCu浪度との関係を調べた｡

まず澱度一定のもとにおいて交換帯の長さHg:…とブドウ酒の流速との関係は
瑠:雪-KcUO･295

となることが認められた｡

任意のCu濃度に対する Hon･誓および Uの値よりKcを求め,KcとC｡との関係を求める
と,

Kc-0.271C0-0･400

なる関係が得られた｡

次に交換帯の上下端の切 り方をかえ,A-Hi-n/H:二…とおき,Uおよび C.の種々の組合
せにおける実測値からn対kの関係を求めると

k-ll.96n+i.82
となった｡

ブドウ酒の場合の如く多種のイオンが共存する場合, イオン交換反応が極めて複雑化さ

れ交換帯に関する問題を考慮するに当ってはなお詳細なる検討の必粟のあることが認めら

れた｡
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